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「裏面もご覧下さい。」 

 9月25日に大鹿村交流センター・大鹿村大蹟神社におい 

て2011年7月16日に公開された『大鹿村騒動記』の上映 

とLIVEが開催されました。 

 台風等の影響もあり前日までの１０日間ほど晴れた日が 

無く天気が心配されましたが、この日に限っては天気も良 

好で、イベント日和でした。LIVEには、佐藤浩市さんや瑛 

太さんらも出演し歌声を披露しました。スタッフ・ボラン 

ティア等の関係者を含め、約630人が参加する大きなイベ 

ントとなりました。 

『大鹿村騒動記』とは、原田芳雄を「いつか主演に」という阪本 

順治監督の願いが実現されたもので、大鹿歌舞伎を題材に笑いあ 

り涙ありの物語が展開する作品である。撮影は、村民約300人が 

エキストラ出演し、大鹿村で行われた。 

ドローンを活用した技術の紹介 

今回大河原で撮影された写真 操作状況 

使用機械 

災害現場等においても撮 

影者の安全が確保できる 

実際に測量で活用された事例 

ドローン写真測量により作成した三次元モデル 

断面形状や施工量等を容易に確認できる 

 先日、大河原にてドローン（無人航空機）による空撮が行われまし 

た。ドローンと聞くと、あまりいい印象を持たれない方もいらっしゃ 

ると思いますが、土木の分野においては、有効的な技術として活用さ 

れつつあります。 

 代表的な技術として、砂防や河川事業における地形や流路の変化を 

把握するための定点観測用の写真撮影や、撮影された画像を三次元化 

し、測量データとして活用する「ドローン写真測量」などがあります。 

 また、スピードが求められる災害現場等においても、被災状況や復 

旧作業の調査等が安全に行える事もあり、活用されつつあります。 



施工技術研修会が行われました。 

鹿塩川の支流・塩川にて、護岸改修にともなう橋

の架け替え工事を行います。 

「日本で最も美しい村」にかかる橋としてふさわ

しい橋をつくります。 

安全第一にて工事を行いますので、地元の方々に

はご理解とご協力をお願いいたします。 

 現場代理人 監理技術者 

佐合 健志 細江 久史 

今回の工事は、砂防堰堤の新設に伴い付替道路を

設置する工事です。 

工事期間中は、工事車両の通行等周辺地域の皆様

には御迷惑をお掛けしますが、地元最優先で工事

を進めて参りますので、ご理解とご協力の程、宜

しくお願い致します。 
現場代理人 監理技術者 

塩澤 義幸 代田 義明 

参加者感想 

・自分が工事を監督する立場になる前に、勉強するべき事がた 

 くさんあることを再認識でき、非常にいい研修会であった。 

・試験を実際に体験してみて、非常に難しかった。現場の作業 

 については、経験や技術がいることは承知していたが、試験 

 一つにおいても熟練の技術や経験がいることが分かった。 

 9月26日に、技術職員の技術向上の目的で伊那谷にある国土交 

通省中部地方整備局天竜川上流河川事務所をはじめとした４事務 

所の若手技術者を対象とした施工技術研修会が行われました。 

 小渋川砂防出張所にて「砂防」の目的や重要性等を学んだ後、 

施工中の工事現場において生コンクリートの品質管理であるスラ 

ンプ試験、空気量測定、単位水量測定の試験状況や実際のコンク 

リートの打設状況を見学しました。また、コンクリートの圧縮強 

度試験に用いる供試体の作成体験を行いました。 

 

集中して座学に取 

り組んでいます。 

コンクリート打設状況見学 

品質管理試験の見学 

供試体の作成体験 

思うように出来ず 

苦労していました。 
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